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新年を迎えて 
          校長 丸山 達也 

明けましておめでとうございます。 

新しい年が始まりました。そして、いよいよ３学期がスタートします。３年生にとっては、高校最後の締め

くくりの学期です。大学進学を希望する皆さんは、１月 18日・19日に大学入学共通テストがあります。受験

をする皆さんは、最後まで最善を尽くしてほしいと思います。２年生は、最上級生への準備期間、いわば３年

０学期に入ります。その３年０学期に良いスタートをいかに切れるかが、その後の成長の鍵を握っています。

そして１年生は、高校生活にも慣れて少し緩んできた気持ちを引き締め、高校卒業後の目標を設定（再確認）

する学期だと言えるでしょう。 

 さて、約１年前、全国高等学校 PTA連合会と株式会社リクルートが合同調査を行った「 第 11回高校生と保

護者の進路に関する意識調査 2023 年報告書」が公表されました。全国の公立高校２年生約 1,700 人とその保

護者 1,400人からの回答をもとに整理された内容です。数ある調査項目の中で、目を引いたものがありました

ので紹介します。 

高校生が考える「将来必要とされる能力」のトップ３は、「主体性 52％、実行力 37％、創造力 30％」である

一方、高校生が思う「現在持っていると思う能力」トップ３は、「傾聴力 44％、規律性 34％、柔軟性 29％」、

さらに、高校生が考える「将来必要とされるが現在の自分に不足している能力」として、「主体性、実行力、

創造力、発信力」という結果でした。（下表参照） 

この結果は、皆さんにも当てはまるのではないでしょうか。大切なことは、高校在学時に、「将来必要とさ

れるが現在の自分に不足している能力」をどう身に付けていくかということです。毎日の各教科の授業、総合

的な探究の時間、ホームルーム活動、部活動、生徒会活動、各委員会活動、ボランティア活動など、様々な活

動の中に自分を大きく変えるチャンスが眠っています。自分の可能性を信じ、失敗を恐れずに精一杯のチャレ

ンジをして、現在の自分に不足している能力を身に付けてほしいと願っています。 

最後に、今年も三島高校の皆さんにとって、そして保護者の皆様にとって、幸多い年になりますよう願って

おります。今年もどうぞよろしくお願いします。 
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